
ひなたチェック

みやざきブランドが信頼される産地であり続けるために
農業生産の取組を点検して、改善を続けましょう！

産 地 名

品 目 名

農業者名

（令和 6年 1 2 月作成）

み や ざ き ブ ラ ン ド 推 進 本 部 （ 宮 崎 県 ・ J A み や ざ き ）

（ 産 地 点 検 シ ー ト ）



食 の 安 全 や 環 境 へ の 配 慮 な ど 、 農 業 生 産 を 行 う 上 で 社 会 が 産 地 側 に 求 め る 基 礎 的 取 組 を
産 地 自 ら 点 検 す る 活 動 で す 。 点 検 区 分 は 次 の ５ つ で す 。 年 に １ 回 以 上 、 自 己 点 検 を 行 い ま し ょ う 。

ひなたチェック（産地点検）とは

(1) 食の安全確保

(2) 適切な農場経営管理 (3) 農作業事故防止

(4) 適切な雇用管理、働きやすい環境づくり (5) 環境汚染や近隣住民とのトラブル防止

生産工程に潜む食品安全上のリスクを把握し、対策を講じることで、食料生産に携わる者として生産物の安全を確保する取組
です。

経営方針や役割分担、農場ルール等の整理・見直しを行い、
農作業に携わる全員がやりがいをもって働ける環境をつく
る取組です。

農場や農作業に潜む危険な箇所や作業等を把握し、対策を
講じることで、働く人の安全を守る取組です。

差別や偏見がない職場環境をつくるとともに、労務管理を
適切に行うことで、働く人の人権を守る取組です。

生産活動が周辺環境に与える影響を把握し、対策を講じる
ことで、未来のための自然環境の保護と地域社会との共生
を図る取組です。

＜シートの見方・点検方法＞ 点検内容が守られているか、
圃場や作業場で確認します。

点検内容が守られていないと、起こりうるリスクです。
（引用：国際水準GAPガイドライン指導マニュアル（R4農水省策定））

国の「環境負荷低減のクロスコンプライア
ンスチェックシート」と関連する項目です。

※点検内容は、国際水準ＧＡＰガイドライン（R4農水省策定）を基に、みやざきブランド推進本部が監修。

点検内容が該当しない場合
にチェックをします。

取り組めている場合や問題が無い場合はチェックします。
チェックがつかなかった項目は改善しましょう。

※



（１） 食の安全確保に必要な取組 

番号 
クロス 

コンプラ
点検内容 

チェック 該当

なし 
想定されるリスク（一例） 

1年目 2年目 3年目 

(1)-1  
収穫物に異物（鳥の糞等）が入らないように、

作業場の保守管理、点検、清掃等の適正な管理

をしている。 

□ □ □ □ 

ねずみや鳥の施設への侵入と糞による農産物の汚染。 

(1)-2  収穫物は衛生的かつ適切な環境で保管してい

る。 
□ □ □ □ 

天井からの結露水の付着により農産物の汚染が発生。 

(1)-3 ⑱ 
農産物と接触する資材、器具や容器を衛生的に

管理している。 
□ □ □ □ 

包装資材の汚れによる農産物の汚染事故が発生。 

(1)-4  
収穫物に使用する水は、衛生上問題のないもの

を使っている。 □ □ □ □ 

農産物を洗う水（切口の洗浄や表面の拭取りに使用

する水を含む）が、病原性微生物に汚染されることで、

農産物の汚染が発生。 

(1)-5  
アレルギー物質（そば、ピーナッツ等）や異物

（タバコの灰等）の混入がないように対策を 

実施している。 

□ □ □ □ 

アレルギー物質を含む食べかすが農産物に混入し、 

消費者にアレルギー症状が発生。 

(1)-6  
ほ場やその周辺環境（土壌や汚染水）、廃棄物

等からの汚染リスクがないか把握し、対策を 

実施している。 

□ □ □ □ 

ほ場の履歴を確認せず作付けしたため、前作に使用

した農薬による汚染が発生。 

(1)-7  養液栽培の場合、培養液の汚染防止の対策を 

実施している。 
□ □ □ □ 

培養液の殺菌が不十分で、農産物に病原性微生物 

汚染が発生。 

(1)-8  ほ場や作業場所から通える距離にトイレと手洗

い場があり、石けんが設置してある。 
□ □ □ □ 

手洗い場における石けん、手拭き等の不備により、手

洗いの効果がなく、汚染が発生。 
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番号 
クロス 

コンプラ 
点検内容 

チェック 該当 

なし 
想定されるリスク（一例） 

1年目 2年目 3年目 

(1)-9  堆肥は適正な工程で生産された物を施用して

いる。 
□ □ □ □  

堆肥中の病原性微生物や雑草種子により、作物の収

量減少や病原微生物による農産物の汚染が発生。 

(1)-10 ⑱ 
機械は使用前に点検し、使用後は清掃して、  

決まった場所に保管している。 
□ □ □ □  

機械の使用前点検で異常を確認したものの、部品交換せ

ずに使用し、負傷。 

(1)-11  洗浄剤、消毒液、機械油等は、食品安全上問題

のないものを使用している。 
□ □ □ □  

機械用潤滑油による農産物の汚染事故が発生。 

(1)-12  
燃料類の保管場所は火気厳禁となっており、 

専用容器で保管している。また収穫物と接触し

ない場所で保管している。 

□ □ □ □  

燃料タンクからの燃料漏れによる火災が発生。 

(1)-13 ⑬ 

ほ場から出る廃棄物を把握し、適切に処分する

とともに、リサイクル等の廃棄物の削減に務め

ている。 

□ □ □ □  

作物残渣の不法投棄により水質汚染が発生。 

(1)-14  信頼できる供給元から種苗を購入し、育苗等の

記録を保管している。 
□ □ □ □  

農薬使用履歴の確認を怠り、農薬の使用回数を超過

する使用基準違反が発生。 

(1)-15  周辺ほ場からのドリフトの危険性を把握し、 

対策を実施している。 
□ □ □ □  

周辺ほ場からのドリフトにより、残留農薬基準違反が

発生。 

(1)-16  農薬使用計画（防除暦等）を作成している。 
□ □ □ □  

農薬の使用回数、使用時期、使用量、希釈倍数の間違い

により、残留農薬基準違反が発生。 

(1)-17 ⑧ 

農薬は、使用基準（対象品目、希釈倍率や散布

量等）を守り、防除暦等の計画に沿って散布し

ている。 

□ □ □ □  

思い込みによる間違った農薬を使用し、使用基準違

反が発生。 

(1)-18 ⑧ 
農薬散布前に器具の破損がないことや、残液が

残っていないことを確認している。 
□ □ □ □  

防除器具に残った農薬による残留農薬基準違反が発

生。 
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番号 
クロス 

コンプラ 
点検内容 

チェック 該当 

なし 
想定されるリスク（一例） 

1年目 2年目 3年目 

(1)-19 ⑧ 

農薬散布後は器具を洗浄している。 

また、洗浄排液が川や周辺ほ場等に流れないよ

うに気をつけている。 

□ □ □ □ 

洗浄排液により、河川に汚染が発生。 

(1)-20 ⑧ 
農薬の残液は周辺（川やほ場等）に影響がない

ように処理している。 
□ □ □ □ 

農薬の残液により、河川に汚染が発生。 

(1)-21 ⑨ 

農薬の使用について、使用日やほ場、農作物、

農薬名、希釈倍率等を記録して保管している。 □ □ □ □ 

農薬散布記録に漏れがあり、使用基準を守ってい

ることが証明できず、共同出荷組合全体で責任を

取らされる事態が発生。 

(1)-22 ⑨ 
農薬の在庫は台帳で管理している。 

□ □ □ □ 
在庫が過剰になり、最終有効年月の過ぎた農薬が

大量に発生。 

(1)-23 ⑧ 
農薬は農産物と接触しない場所に、適切な方法

で保管している。 
□ □ □ □ 

農薬のほ場等への放置により、農産物の汚染事故

が発生。 

(1)-24  農薬の責任者による適正使用の指示と使用方法

等に間違いがなかったか検証を実施している。 
□ □ □ □ 

計画外農薬の使用による残留農薬基準違反が発生。 

(1)-25  肥料の製造元や成分を把握している。 
□ □ □ □ 

重金属等で汚染された原料を使用した肥料によ

り、農産物の汚染が発生。 

(1)-26 ① 
肥料は農産物への接触や袋の破損等の恐れがな

い方法で保管し、在庫管理を実施している。 
□ □ □ □ 

肥料袋の破れ、劣化により肥料がこぼれ、農産物

や水源等の汚染が発生。 

(1)-27  
栽培から出荷までの、食の安全（残留農薬や異

物混入等）に関するリスクを把握し、対策を実

施している。 

□ □ □ □ 

袋詰め工程で作業員に由来する病原性微生物の汚

染事故が発生。 

達成数 /27 /27 /27   
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（２） 適切な農場経営管理に必要な取組 

番号 
クロス 

コンプラ 
点検内容 

チェック 該当

なし 
想定されるリスク（一例） 

1年目 2年目 3年目 

(2)-1  ほ場及び作業場の場所や面積が明確になって

いる。 
□ □ □ □ 

事故発生時に現場や現状の把握が不十分になり、 

正確な情報が伝達できず、対応に遅れが発生。 

(2)-2  

各担当の責任者が明確になっている。 

＜担当の例＞ 

経営責任者、農場責任者、農薬管理者、 

労働安全管理者等 

□ □ □ □ 

役割分担が不明確で、事故の連絡に支障が生じ、 

対応に遅れが発生。 

(2)-3  
農場経営の目標や方針がある。 

□ □ □ □ 
農場運営の方向性について意見の相違による混乱

や無駄な投資が発生。 

(2)-4  
自家増殖が禁止されている種苗を自家増殖し

ていない。正規のルート以外で種苗を購入して

いない。 
□ □ □ □ 

栽培に供した種苗が登録品種か否か把握しなかった

結果、権利者の許諾を得ていない登録品種を利用する

こととなり、権利侵害が発生。 

(2)-5  
営農計画を作成し、計画に対する実績を確認で

きる。 □ □ □ □ 

無計画な作付けにより、管理作業に遅れが発生。 

計画と実績の比較ができず、改善を必要とする

要因の特定が不可能。 

(2)-6  
出荷記録や農薬・肥料等の購入伝票といった、

経営に関する記録を作成・保管（１年間）して

いる。 

□ □ □ □ 

発生した事故の原因調査ができず、同種の事故が

再発。 

(2)-7  

トレーサビリティに対応できる記録がある。 

□ □ □ □ 

残留農薬基準違反が発覚したが、出荷先が特定

できず、全ての農産物を回収する事故が発生。 

4



 

番号 
クロス 

コンプラ 
点検内容 

チェック 該当

なし 
想定されるリスク（一例） 

1年目 2年目 3年目 

(2)-8  農場管理のルールを外部委託先にも守るよう、

指示している。 
□ □ □ □ 

外部委託先が決められた手順を守らなかったこと

による、農産物の汚染事故が発生。 

(2)-9  取引や分析依頼は、資格を持った業者と行って

いる。 
□ □ □ □ 

残留農薬検査値の間違いにより、残留農薬基準違

反を見過ごす事故が発生。 

(2)-10  クレームや農場管理ルールの違反があった 

場合の対応を理解している。 
□ □ □ □ 

出荷物の腐敗によるクレームが発生したが処置に

時間を要し取引を停止される事案が発生。 

(2)-11  事故や災害のリスクを把握し、対策を実施して

いる。 
□ □ □ □ 

自然災害に遭遇後、復旧に時間がかかり、事業再開

が遅延。 

(2)-12  
必要に応じて、労災保険に加入している。 

※常時雇用５人未満の家族経営体の場合 

労災保険は任意加入。 
□ □ □ □ 

1 名の従業員を雇い入れていたところ（任意適用事

業場）、作業中の事故により入院。医療費の負担が

発生。 

(2)-13  来客等に対し、衛生管理等のルールを周知・実

施させている。 
□ □ □ □ 

訪問者が触ったことにより農産物への汚染が

発生。 

(2)-14  計量機器は定期的に点検している。 □ □ □ □ 計量機器の狂いによる量目不足が発生。 

(2)-15 ② 
肥料の使用について、施用日、施用したほ場、量や

肥料名等を記録して保管している。 
□ □ □ □ 

記録を作成しておらず、品質不良事故発生時の原

因の特定が不可能。 

達成数 
/15 /15 /15
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（３） 農作業事故防止に必要な取組 

番号 
クロス 

コンプラ 
点検内容 

チェック 該当

なし 
想定されるリスク（一例） 

1年目 2年目 3年目 

(3)-1 ⑲ 
栽培から出荷までの、労働安全上のリスクを 

確認し、事故防止に努めている。 
□ □ □ □ 

ほ場での一人作業の際に事故があり、発見が遅れ

重症化。 

(3)-2  資格・免許等が必要な作業や、技術・知識が  

必要な作業は、適任者が実施している。 
□ □ □ □ 

無資格者による機械操作のミスで、人身傷害事故

が発生。 

(3)-3 ⑲ 
熱中症や作業事故防止のため、適切な体調管理

と服装・装備を着用している。 
□ □ □ □ 

傾斜地での刈払い作業時に、履物が不適切で転倒

事故が発生。 

(3)-4  農作業事故が起きた際に、すぐに救急措置 

（応急手当、病院へ連絡等）ができる。 
□ □ □ □ 

作業中に倒れた人が出たものの、対処法が分から

ず、処置に時間がかかり重症化。 

(3)-5 ⑲ 
機械や器具の使用方法等を理解しており、安全

性を損なう改造等は行っていない。 
□ □ □ □ 

点検しやすいようカバーを外して機械を稼働した

ことにより、巻き込み事故が発生。 

(3)-6  ほ場や作業場を整理整頓している。 
□ □ □ □ 

作物残渣と産業廃棄物を分離しないまま埋却し、  

廃棄物の処理及び清掃に関する法律違反が発生。 

(3)-7  プ ラ ス チ ッ ク や 農 業 用 資 材 等 の 野 焼 き を  

行っていない。 
□ □ □ □ 

使用済み農業資材を野焼きしたことにより、環境

汚染が発生。 

(3)-8 ⑧ 
作業者が、農薬による健康被害を受けないよう、

適切な装備で作業を実施している。 
□ □ □ □ 

農薬の準備作業時に必要な保護装備を着用せず、 

原液に接触し皮膚に炎症が発生。 

(3)-9 ⑧ 
農薬散布につかった衣類等は、他の人や資材等

と交差汚染をしないように管理している。 
□ □ □ □ 

一般の洗濯物と一緒に洗濯したため、農薬が一般の

洗濯物に付着し、二次汚染が発生。 

達成数 
/9 /9 /9   
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（４） 適切な雇用管理、働きやすい環境づくりに必要な取組 

番号 
クロス 

コンプラ 
点検内容 

チェック 該当 

なし 
想定されるリスク（一例） 

1年目 2年目 3年目 

(4)-1  雇用者に対して、賃金の未払いや差別等の不当

な扱いをしていない。 
□ □ □ □ 

雇用条件を守らない雇用により、従業員の不定着

が常態化。 

(4)-2  外国人を雇用している場合、住居や生活環境の

確保を支援している。 
□ □ □ □ 

外国人技能実習生受入れの手続き不備が発生。 

(4)-3  家族間で、役割分担や休日等の労働条件に関す

る話し合いをしている。 
□ □ □ □ 

作業に見合った見返りがなく不満が増加し、手抜

きによる事故が発生。 

(4)-4  雇用がある場合、労働基準法を遵守している。 
□ □ □ □ 

労働者名簿や出勤簿の不備による労働基準法違反

が発生。 

(4)-5  作業員に対し、必要な技術指導を行っている。 □ □ □ □ 機械操作手順の訓練不足により労働災害が発生。 

達成数 
/5 /5 /5   
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（５） 環境汚染や近隣住民とのトラブル防止に必要な取組 

番号 
クロス 

コンプラ 
点検内容 

チェック 該当 

なし 
想定されるリスク（一例） 

1年目 2年目 3年目 

(5)-1  栽培から出荷までの、環境保全上のリスクを 

確認し、対策を実施している。 
□ □ □ □ 

被覆資材の不適切な処分による、大気汚染と土壌

への残留が発生。 

(5)-2  
セイヨウオオマルハナバチを使用する場合、 

適正に管理している。 
□ □ □ □ 

セイヨウオオマルハナバチが栽培施設から逃げ、

生態系に影響を及ぼす事態が発生。 

(5)-3 ④ 
有機物を使うなど、適正な土づくりを実施して

いる。 
□ □ □ □ 

土壌有機物の消耗により地力が低下し、作柄が悪化。 

(5)-4  傾斜のあるほ場等、土壌流出・浸食の恐れが  

ある場合は、対策を実施している。 
□ □ □ □ 

豪雨により、傾斜地ほ場の表土が流亡し作柄が悪化。 

(5)-5  
営農で発生した排水やそれに含まれる残渣は、

周辺環境に影響を与えないように処理してい

る。 

□ □ □ □ 

トラクターの洗浄水により河川を濁水で汚染する 

事故が発生。 

(5)-6 
⑩,

⑪ 

農機、ハウス等の電気・燃料の使用状況の記録・

保存に努めるとともに、温室効果ガスの発生抑

制等、省エネ対策を実施している。 

□ □ □ □ 

ビニールハウスの被覆資材の破れによる暖房効果

の低下が発生。 

(5)-7 ⑫ 近隣住民に配慮して、営農を行っている。 □ □ □ □ 廃棄物が飛散して近隣住民とトラブル発生。 

(5)-8  作物残渣の管理徹底や追い払い活動といった、

動物を寄せ付けない対策を実施している。 
□ □ □ □ 

イノシシにより、農産物の食害が発生。 

(5)-9 
⑤,

⑫ 

病害虫や雑草が発生しにくい環境づくりを  

行っている。 □ □ □ □ 

病害虫・雑草の発生やまん延により、収量が大幅に

減少。 
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クロス 

コンプラ 
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チェック 該当 

なし 
想定されるリスク（一例） 

1年目 2年目 3年目 

(5)-10 
⑥,

⑭ 

病害虫の発生状況や生育ステージに応じた、適

期防除を行っている。 
□ □ □ □ 

病害虫・雑草の発生やまん延により、収量が大幅

に減少。 

(5)-11 
⑦,

⑮ 

化学 農薬 以外 の防 除技 術（ 抵抗 性台 木や  

防虫 ネッ ト等 ）を 使っ た総 合的 な防 除を  

実施している。 

□ □ □ □ 

薬剤耐性・抵抗性を持つ病害虫や雑草が出現。 

(5)-12  農薬は必要な量だけ調整し、調整に使用した 

器具は適切に洗浄している。 
□ □ □ □ 

余った農薬の散布液を再度散布した結果、使用基

準違反が発生。 

(5)-13 ⑧ 周辺ほ場へのドリフト対策を実施している。 □ □ □ □ 周辺作物にドリフトし、残留農薬基準違反が発生。 

(5)-14 ③ 
土 壌 診 断 に 基 づ い た 施 肥 設 計 を 実 施 し て   

いる。 
□ □ □ □ 

肥料分の過剰による水質汚染が発生。 

達成数 
/14 /14 /14
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